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π　習熟度別学習指導における変容（抜粋）

　習熟度別学習指導を行うことにより，児童生徒が

どのように変容してきたかについて，児童生徒と教

師の意識の違いを調べた。

○　学習内容の理解

　小学校で約７割，中学校で約５割の児童生徒が

「習熟度別学習指導により学習内容が理解できた」と

回答している。一方，小学校で約９割，中学校です

べての教師が「児童生徒は学習内容がよくわかるよ

うになってきた」と回答している。

○　成績の伸び

　小学校で約４割，中学生で約２割の児童生徒が

「習熟度別指導により成績が伸びた」と回答している。

一方小中学校ともすべての教師が「習熟度別学習指

導により成績が伸びてきた」と回答している。

○　グループ編成による学習意欲

　小中学校とも約５割の児童生徒が「習熟度別学習

指導のグループ編成により学習意欲がわいてきた」

と回答している。一方，小学校で約７割，中学校の

すべての教師が「習熟度別のグループ編成により学

習意欲が出てきた」と回答している。

○　グループ編成の満足度

　小学校の約７割，中学校の約５割の児童生徒が

「習熟度別学習指導のグループ編成に満足している」

と回答している。一方，小学校は約９割，中学校で

は約３割の教師が「習熟度別学習指導のグループ編

成に満足している」と回答している。

　なお，その他の項目の結果については，省略する。

　今年度の調査１や調査２の結果を分析して，今後

解明していくべき課題を次のように絞り込んだ。

∏　学習成績だけに目を向けた指導援助だけでなく，

学ぼうとする意欲を支える指導援助の在り方につ

いて

π　少人数学習指導による児童生徒の変容の客観的

な把握と，児童生徒や保護者への説明の仕方につ

いて

∫　Ｔ・Ｔにおける，Ｔ１とＴ２の連携の在り方や

評価の仕方について

ª　習熟度別学習指導を行うためのグループ編成の

仕方や児童生徒並びに保護者に対する説明の仕方

について

º　教員の指導力向上を図るための校内研修の在り

方について

　本年度の調査結果を生かしながら，今後，これら

の課題解決に向けた具体的な実践研究を行う必要が

あると考えられる。
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